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市
政
運
営
の
考
え
方

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、「
全

て
は
安
来
市
民
の
た
め
に
」
と
い
う

信
念
の
も
と
、
市
政
運
営
に
全
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
安
来
市
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
提

供
が
で
き
て
い
な
い
と
痛
感
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
な
ど
、
皆
さ
ん
と
顔
を
向
き

合
わ
せ
て
話
を
す
る
場
を
数
多
く
設

け
ま
し
た
。「
過
去
に
学
び
」「
現
状

を
捉
え
」「
未
来
に
つ
な
げ
る
」
と

い
う
市
政
運
営
の
考
え
方
を
説
明

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な

意
見
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
の
広

報
番
組
へ
の
出
演
、
定
例
記
者
会
見

を
開
い
た
り
す
る
な
ど
、
自
ら
市
政

情
報
の
発
信
に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
市
長
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど

で
、
市
役
所
の
職
員
と
対
話
を
重

ね
、
積
極
的
に
意
見
交
換
す
る
こ
と

で
相
互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

風
通
し
の
良
い
組
織
風
土
の
醸
成
に

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
重
ね
た

結
果
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
安
来

市
の
課
題
を
自
分
た
ち
の
課
題
と
捉

え
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

積
極
的
に
課
題
解
決
の
た
め
の
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
、

市
の
若
手
職
員
か
ら
は
斬
新
な
事
業

過去を知り、
今を読み解き、
次世代につなげます

令和４年度施政方針

３月１日に市議会３月定例会議で田中市長が表明した、令和４年度の
市政運営の基本的な考え方と主要施策の内容を抜粋して紹介します。

小学校・中学校ではＩＣＴ（情報通信技術）を通じて、これま
で１人１台端末や大型掲示装置の設置、校内Ｗｉ－Ｆｉ環境の
整備などを行いました。今後もデジタル教材のさらなる活用に
より、教育環境の充実を図ります（写真は安田小学校）。
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提
案
の
発
表
が
あ
る
な
ど
、
私
が
目

指
す
「
オ
ー
ル
や
す
ぎ
」
に
よ
る
市

政
運
営
に
取
り
組
む
気
運
の
高
ま
り

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

安
来
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者

が
、
安
来
市
に
住
み
続
け
よ
う
と
思

い
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
併

せ
て
、
議
員
を
始
め
と
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
や
、
民
間
企
業
や

学
校
な
ど
各
種
団
体
と
連
携
し
て
、

協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ー
ル
や
す
ぎ
」
に
よ
る
「
次

の
世
代
に
つ
な
げ
る
安
来
市
づ
く

り
」
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な

使
命
で
す
。「
課
題
を
先
送
り
し
な

い
」
と
い
う
強
い
信
念
を
持
っ
て
、

引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

目
の
前
に
あ
る
課
題
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
当

初
の
予
定
を
早
め
、
昨
年
12
月
か
ら

順
次
、
医
療
従
事
者
や
高
齢
者
施
設

等
の
従
事
者
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

の
接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。
保
育
や

学
校
施
設
従
事
者
の
皆
さ
ん
、
一
般

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
２
回
目
の
接

種
か
ら
６
カ
月
後
に
、
ま
た
18
歳
以

上
64
歳
以
下
の
皆
さ
ん
に
も
、
６
カ

月
経
過
後
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
接
種
券
を
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
感
染
症
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
市
内
の
経
済
活
性
化
に
向

け
た
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

急
速
に
進
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
社

会
の
波
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
早
急
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
令
和
４
年

度
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
専

属
部
署
を
新
た
に
設
け
、「
自
治
体

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、「IT City Yasugi 

構
想
」

の
具
現
化
を
進
め
る
た
め
、
総
合
案

内
へ
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
配
置
や
窓
口

業
務
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
も

進
め
ま
す
。

　

そ
の
構
想
を
進
め
る
中
で
、
ソ
フ

ト
産
業
の
誘
致
や
起
業
を
後
押
し

し
、
就
業
や
就
職
の
選
択
肢
を
広
げ

る
こ
と
に
よ
り
定
住
促
進
に
つ
な

げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
適
正
化
と
地
域
づ
く
り

　

現
在
市
内
の
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ

で
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
支
援
に
よ
っ
て
特
色
あ
る
教

育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
小
中
学
校
適
正

配
置
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た

「
安
来
市
小
中
学
校
適
正
配
置
審
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
小
中
学
校
適
正

配
置
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
具
体
的

な
方
向
性
を
示
し
て
い
き
ま
す
。
併

せ
て
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
構

築
に
向
け
、「（
仮
称
）交
流
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
市
の

支
援
体
制
や
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営

方
針
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革

　

平
成
28
年
に
策
定
し
た
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
は
、
５
年
が
経
過

し
た
た
め
、
こ
の
た
び
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
計
画
に
基

づ
き
行
財
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
や
介
護
予
防

拠
点
施
設
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
施

設
の
運
営
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
活
用
策
を
検
討
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成

　
「
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
安
来
市

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
第
２
次
安
来

市
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
施
策

を
重
点
的
か
つ
着
実
に
推
進
し
ま

す
。
一
方
で
、
中
期
財
政
計
画
を
踏

ま
え
、
費
用
対
効
果
、
事
業
規
模
、

実
施
時
期
や
終
期
の
設
定
等
を
検
証

し
、
既
存
事
業
に
お
い
て
も
見
直
し

を
図
り
、
将
来
必
要
な
施
策
を
中
心

に
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

◀広瀬庁舎、広瀬中央
交流センター、養護老
人ホーム鴨来荘は、令
和３年度に策定した基
本構想をもとに基本計
画を策定します。
▶山陰の自治体で初と
なる統一ＱＲコード決
済サービスを導入。今
後もＩＣＴ（情報通信
技術）を活用した取り
組みを強化します。
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●
入
院
を
希
望
し
な
い
市
民
が
安
心

し
て
在
宅
療
養
が
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
。
医
療
機
関
へ
の
移
動

に
時
間
が
か
か
る
条
件
不
利
地
域
へ

の
訪
問
診
療
を
行
う
病
院
・
診
療
所

を
支
援
し
、
在
宅
療
養
生
活
の
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

●
安
来
市
立
病
院
の
新
た
な
改
革
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
継
続
し
て
病
院
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
地
域
医
療

の
確
保
に
向
け
て
は
、
地
域
医
療
構

想
や
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を

踏
ま
え
、
医
療
の
機
能
分
化
や
連
携

強
化
な
ど
、
今
後
の
安
来
圏
域
の
医

療
提
供
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
の
地
域
医
療
連
携
等
に
関
す
る
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

●
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第

８
期
安
来
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

内
の
法
人
が
新
設
す
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
費
の
一
部

を
助
成
。
地
域
に
根
付
い
た
介
護
施

設
の
運
営
の
継
続
と
高
齢
者
福
祉
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
か
ら
高
校
魅
力
化
推

進
員
を
任
用
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
運
営
お
よ
び
魅
力
化
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
高
校

と
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と

で
教
育
の
質
や
地
域
力
の
向
上
を
目

指
し
、
市
内
外
か
ら
の
入
学
生
の
増

加
と
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、「
し
ま

ね
留
学
」
に
よ
り
県
外
か
ら
入
学
す

る
生
徒
や
、
部
活
動
の
た
め
市
外
か

ら
入
学
す
る
生
徒
の
住
ま
い
と
生
活

の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
島
根
県
立
大
学
と
安
来
市
、
安
来

商
工
会
議
所
、
安
来
市
商
工
会
の
４

者
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や
人
材
育

成
な
ど
を
目
的
と
す
る
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
大
学
と
連
携
し
て
産
業
振
興
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
令
和
３
年
７
月
の
梅
雨
前
線
に
よ

る
大
雨
、
ま
た
、
８
月
の
台
風
９
号

に
よ
る
暴
風
雨
と
秋
雨
前
線
に
よ
る

大
雨
に
よ
り
、
市
内
に
多
数
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
大
雨
で
、

吉
田
川
の
増
水
に
よ
り
周
辺
の
水
路

が
あ
ふ
れ
、
浸
水
被
害
が
発
生
し
た

東
飯
島
地
区
な
ど
の
浸
水
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
多
様
化
す
る
災
害
に
安
全
か
つ
迅

速
に
対
応
し
、
安
全
・
安
心
な
市
民

生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
計
画
的
に

防
火
水
槽
の
設
置
や
消
防
団
用
車
両

令
和
４
年
度
の
主
な
施
策

令和４年度施政方針

保
健
・
医
療
・
福
祉

保
健
・
医
療
・
福
祉

子
育
て
・
教
育
・
文
化

子
育
て
・
教
育
・
文
化

防
災
・
防
犯

防
災
・
防
犯

◀こけないからだ体操の様
子。介護保険の介護予防事業
や国民健康保険の保健事業を
一体的に取り組みます。
▶アルテピアは開館から５周
年を迎えます。引き続き、文
化芸術に親しむ機会をつく
り、市民の心豊かな生活の醸
成を図ります。
▼令和４年４月からすべての
小中学校で給食センターから
給食を提供します。
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を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
に
向
け
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
、
消
防
力
の
充
実
強
化
を
進

め
ま
す
。

●
消
防
本
部
の
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

は
、
平
成
27
年
２
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
、
７
年
間
常
に
稼
働
し
て
い
ま

す
。
一
部
装
置
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が

保
守
期
限
を
迎
え
る
た
め
更
新
し
、

各
機
器
を
適
正
に
維
持
し
安
定
稼
働

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
転
出
過
多
に
よ
る
人
口
の
減
少
を

食
い
止
め
、
定
住
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
産
業
振
興
は
不
可
欠
で
す
。

安
来
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
製
造
業

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
学
生
や

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
に
対
す
る
新
た
な

雇
用
を
創
出
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
産
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
立
地
に
対

す
る
支
援
や
、
過
疎
法
で
講
じ
ら
れ

て
い
る
特
別
措
置
を
有
効
に
活
用
す

る
な
ど
し
て
、
積
極
的
に
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
な
が
ら
、
企
業
誘

致
、
雇
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
令

和
３
年
度
に
実
施
し
た
基
礎
調
査
の

結
果
を
も
と
に
、
総
合
的
に
見
直

し
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等

の
都
市
計
画
の
土
地
利
用
調
整
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
農
用
地
区
域
を

設
定
し
、
将
来
に
渡
っ
て
面
的
な
農

地
の
保
全
を
進
め
ま
す
。

●
国
道
９
号
の
県
境
部
で
慢
性
的
に

発
生
し
て
い
る
渋
滞
の
緩
和
対
策

は
、
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
境
部
の
道
路
交
通
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
整
理
し
、
将
来
交
通

量
の
推
計
を
行
っ
た
う
え
で
最
適
な

道
路
整
備
の
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

●
市
道
安
来
港
飯
島
線
は
、
幅
員
が

狭
く
歩
道
も
未
整
備
な
箇
所
が
あ
る

た
め
、
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
島

根
県
が
進
め
て
い
る
安
来
木
次
線
の

整
備
に
併
せ
、
両
側
歩
道
を
有
す
る

路
線
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

●
地
域
住
民
の
移
動
の
円
滑
化
と
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
令
和
３
年
度
に
策
定
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
バ
ス
路
線
の
見

直
し
、
地
域
内
輸
送
の
推
進
、
実
証

実
験
を
通
じ
た
代
替
交
通
の
検
討
な

ど
を
行
い
、
市
民
が
い
き
い
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
公
共
交
通
を
目
指

し
ま
す
。

●
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
建
築
か
ら
50
年
が
経
過
し
た

大
栄
団
地
と
末
広
団
地
の
建
替
え
に

向
け
た
現
地
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

産
業
・
観
光
・
雇
用

産
業
・
観
光
・
雇
用

都
市
基
盤
・
生
活

都
市
基
盤
・
生
活

④

③ ①②
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●
環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な

地
域
社
会
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

に
、
脱
炭
素
社
会
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
温
暖
化
対
策
を
推

進
し
、「
２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭

素
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
」
を
長
期
的
な

目
標
に
掲
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
モ
デ
ル
地

区
推
進
事
業
」
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
比
田
地
域
が
島
根
県
の
モ
デ
ル
地

区
に
選
定
。「
地
域
交
通
支
援
」、「
高

齢
者
生
活
支
援
」、「
自
主
防
災
機
能

強
化
支
援
」
を
軸
に
住
民
主
体
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

比
田
い
き
い
き
交
流
館
の
増
築

や
、
冬
期
一
時
居
住
施
設
と
し
て
使

用
す
る
た
め
、
湯
田
山
荘
を
改
修
し

ま
す
。
ま
た
、
比
田
地
域
の
推
進
協

議
会
へ
の
活
動
支
援
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
支
援
を
進
め

ま
す
。
比
田
地
域
の
取
り
組
み
が
先

進
的
な
事
例
と
な
り
、
他
の
地
域
に

波
及
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

今
後
も
活
力
あ
る
集
落
・
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
市
民
自
ら
が
課
題
解
決

の
た
め
に
取
り
組
む
地
域
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

●
「
安
来
市
空
家
等
対
策
計
画
」
の

改
定
に
合
わ
せ
、
市
内
の
空
き
家
の

現
状
分
析
と
課
題
の
把
握
を
行
い
ま

す
。
併
せ
て
、
中
山
間
地
の
空
き
家

対
策
に
特
化
し
た
「
中
山
間
地
域
空

き
家
活
用
モ
デ
ル
事
業
」
に
取
り
組

む
組
織
へ
の
助
成
や
、
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
さ
れ
た
住
宅
の
改
修
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
空
き
家
の
利
活
用
お
よ
び
定
住

促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
市
の
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

定
住
対
策
業
務
の
一
部
を
安
来
市
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
に
委

託
し
、
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
「
や
す

ぎ
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に

改
め
ま
す
。
新
た
な
連
携
体
制
で
定

住
施
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◇
◇
◇
◇

令
和
４
年
度
の
予
算
概
要
は
、
次
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　令和４年度施政方針の全文は、市
ホームページに掲載していますの
で、ご覧ください。トップページ＞
市政＞市長の部屋＞施政方針：所信
表明
問い合わせ
　政策企画課
　☎２３-３０６０

令和４年度施政方針

参
画
・
協
働
・
行
財
政

参
画
・
協
働
・
行
財
政

自
然
・
環
境
保
全

自
然
・
環
境
保
全

⑤

⑥

①観光需要の取り込みを目的としたアフターコロナ対策を進
めていきます（写真は安来ぶらりチャリ）。②観光交流プラ
ザで活動している安来市文化協会を和鋼博物館内に移転しま
す。③「やすぎ和牛」のブランド化を推進するため、全国和
牛能力共進会への候補牛の出品対策を支援します。④「小さ
な拠点づくりモデル地区推進事業」の取り組みとして、比田
地域で移動販売事業を開始します。⑤月山富田城跡の整備は
令和３年度に完了。将来的な史跡の追加指定に向け、引き続
き周辺の山々に築かれた陣

じんじろ

城跡の地形測量調査を実施しま
す。⑥地元への就職と定住を促進します（写真は情報科学高
校の企業見学ツアー）。⑦市民団体の活動を支援します（写
真はやすぎランニングフェスティバル）。

⑦


